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税：租税原則	 

n 租税原則	 
租税制度は、ある原則に基づいて組織された租税体系からなっている。	 

	 

	 

n 租税原則の変遷	 
① アダム・スミスの４原則	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

② アドルフ・ワーグナーの９原則	 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

③ 現代の租税３	 原則	 
	 

	 

	 

	 

	 



n 課税の公平性	 
①	 利益説による負担の公平	 

・	 リンダール均衡	 

②	 課税の公平性	 

・	 応益原則	 

² 各個人が享受する公共財の受益に応じて税負担を配分	 
	 

・	 応能原則	 

² 支払い能力（担税力）に応じて税負担を配分。	 
Ø 水平的公平性（horizontal equity）	 
Ø 垂直的公平性（vertical equity）	 
	 

	 

	 

cf。 犠牲説	 
税負担から生じる犠牲（マイナスの効用）を個人間で均等にする。	 

・	 均等絶対犠牲	 

・	 均等比例犠牲	 

・	 均等限界犠牲（最小犠牲説）	 

cf。	 能力説の前提	 
① 税制の中立性	 
② 効用の所得依存性と所得の限界効用逓減。	 
③ 選好の同一性	 
④ 功利主義的社会的価値観	 

功利主義とは：善悪は社会全体の功利（功利性、効用、公益）・機能

（有用性）によって決定されるとする基本的に倫理学上の立場。	 

Ø 倫理学説としては利己主義（エゴイズム、Egoism）とは異なる。
近代経済学は、基本的にこの立場にある。	 

Ø 最大多数の最大幸福（ベンサム）	 
⇒能力説に対する疑問点	 

・	 各家計の所得稼得意欲への影響	 

・	 効用は所得にのみ依存	 

・	 労働供給に対する影響	 

・	 効率性の問題を無視	 

 
 



n 課税による非効率とは？	 


